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１．はじめに
均質Qs構造を仮定したスペクトルインバージョン（以下「UQSI」と称する）が、全国各地で検討されている。天池ほ

か (2006)は、地殻内地震では、用いるデータの震源距離の範囲が小さくなるほど小さな Qsが求まる傾向があることを
指摘した。それによると震源距離が 80 km以内で [35～70]f(0.8～1.0)程度、震源距離が 60 km以内で [20～50]f(0.8～1.0)程
度である。しかし、その原因は解明されているとはいえない。一方、三次元Qs構造を仮定したブロックインバージョン
（以下「3DQSI」と称する）において、最近、日本列島全体を対象にして詳細なブロックサイズ（0.1°× 0.1°× 10 km）
による検討がなされ,中越地域など上部地殻は下部地殻より Qs値が小さいことが示された（Nakamura et al., 2010）。本
研究では、これよりもやや粗くしたブロックサイズを採用した 3DQSIを実施した。その結果、近畿北部において良好な
解像度が確保でき、この地域における既往の UQSIによる Q値と比較できたので、ここに報告する。
２．方法及びデータ
本研究では、東経・北緯方向に 0.2°とし、深さ方向は 10 kmのブロックサイズを用いた。参考として深さ方向に 20

kmのケースも実施した。
データは、Nakamura et al.(2010)と同じで防災研 K-NET及び KiK-netによる 1997年～2007年の浅発中小地震 (h≦ 30

km, 4.0≦M ≦ 6.0)による 14,831記録である。その他の解析条件は中村 (2009)と同様である。
ほとんどの UQSIでは、伝播の波線を直線と仮定しているのに対して、本検討 3DQSIでは地殻の速度構造の変化に対

応した波線が用いているため曲線である違いがある。速度構造には気象庁の震源決定に用いられている JMA2001の構造
を用いた。
３．結果及びまとめ
チェッカーボード解析を実施し、中越地域や飛騨地域のほか、近畿北部地域で深さ 0-10 km及び 10-20 kmにおいて、良

好な解像度であることが確認できた。求まったQs構造は、深さ 0-10 kmにおいて活火山及び第四紀火山の地域で Low-Qs
とある傾向がある。
このうち、近畿北部地域においてこれらの火山が含まれない地域として、３つの区域（A 区域:135.4°-136.6°E, 35.0

°-36.0°N,　 B区域: 135.2-136.2°E, 35.0°-36.0°N, C区域：135.4-136.6°E, 35.0°-35.5°N）をとり、平均Qsを求め
た。それを、Fig.1に示す。A,B区域は、若狭湾を含むがその部分は、解像度がやや劣るが、C区域は若狭湾を含まず解像
度の良い場所である。区域による違いはほとんどなく、また、深さ 0-10 kmよりも 10-20 kmの方が Qs値は大きい。図
中に記した佐藤ほか (2007)が震源距離 60 km以内の観測点のデータから求めた値（Qs=50f1.1）と比較すると、深さ 0-10
kmの結果との対応がよい。
ブロックサイズを深さ方向に 20 kmをとった場合には、深さ 0-20 kmでの Q値は、Qs=50f1.1 より大きくなるが、扱

う観測点をΔ 60 km以内に制限すると Qs=50f1.1 とほぼ同等となることが確認された。
現在、気象庁が震源決定に用いている速度構造（JMA2001）に基づき、波線追跡してみると、震源深さ 10 km程度の

場合に、Δ 60 km以内の観測点までの震源からの波線はほぼ上向きになり、Δ 100 km程度では震源から下向きに射出さ
れた波線が深い場所にいったんもぐってから観測点に到達する。
佐藤 (2007)ほかの結果は、震源距離 60 km以内のデータに基づくものであることから、上向きの波線が多く、このた

め求まった Q値は浅い部分を主に反映したものと考えられ、本研究の 0-10 kmの結果がこれに整合したと考えられる。
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